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1. 緒言

近年，児童・生徒の体力低下が社会的に注目されて

いるが，特に全身持久力は成人以降においても自身

の健康と関連が強いといわれている．全身持久力を

高める運動のひとつである持久走に対する児童・生

徒の意識について，森本らは小学校 1 年生から高校 3

年生を対象として調査し，「持久走は好きですか」と

いう質問に対して 3 件法で回答させた結果，「持久走

が好き」と回答した者は全体の 20.9％であり，「持

久走が嫌い」と回答した者は 47.0％であったと報告

している 1）．また，露木らは小学校 1 年生から高校 3

年生を対象とした調査で，持久走に対する意識調査

を実施した結果，持久走を「嫌い」と回答した者の割

合は，男子において小学 1 年生では 12％だったが，

高校 3 年生では 53％で増加しており，女子において

も小学 1年生では 20％だったが，高校 3年生では 53％

に増加していると報告している 2）．このように，小学

生から高校生までの児童・生徒は持久走嫌いが多く

学年進行に伴って漸増していくと考えられる．一方，

児童・生徒が持久走を嫌う理由については，「きつい・

疲れる」などといった生理学的な理由 1）や，持久走に

おいて勝敗を競うことに否定的な児童・生徒が多い

こと 3）が報告されている．これらのことから，児童・

生徒が持久走を嫌う理由は，高い運動強度や競争性

に主要な要因があると考えられる． 

児童・生徒における持久走嫌いに対しては，これま

でに運動強度を緩和させることや競争性を軽減する

ことなどに注目した体育授業に関する様々な研究が

なされてきた．堀らは高校 1 年生を対象に主観的運

動強度を目安にして自分に合ったペースで運動強度

を調節して走る体育授業を行った結果，持久走に対

して肯定的な回答が増加したと報告している 4）．ま

た，小磯らの研究では中学 1 年生を対象に主観的運

動強度を目安にしたイーブンペース走の体育授業を

行い，「長距離は好きです」という質問に対して肯定

的な回答が増加し 5），足立らの研究では小学 1～6 年

生を対象に「スロージョギング持久走」の授業を 1 時

間ずつ実施した結果，すべての学年で授業前より授

業後において「持久走を楽しいと思いますか？」とい

う質問に対して肯定的な意識変化が認められた 6）と

報告している．このように，運動強度や競争性を調節

することで持久走嫌いを減らすことを目的とした授

業は，肯定的な意識を持つ児童・生徒を増加させるた

めに効果的であると考えられる．

ところで，我が国の 18 歳以上の男女において，過

去一年間にジョギング・ランニングを実施した人口

は推計 1019 万人であり，2006 年と比較して 403 万

人増加していることや，週に 1 回以上，週に 2 回以

上と定期的にジョギング・ランニングを行っている

人口もそれぞれ 274 万人，167 万人増加しているこ

とが 2018 年の笹川スポーツ財団調査で報告されて
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いる 7）．また，日本陸上競技連盟が公開している「市

民マラソン・ロードレース運営ガイドライン」では，

マラソン・ロードレース大会は日本陸上競技連盟の

公認大会では年間 160 を超えており，非公認大会も

併せると年間 1500 以上の大会が開催されていると

記載されている 8）．これらのことから，高校卒業以

降のランニング人口は増加傾向にあり，市民マラソ

ンのようなランニングイベントも数多く開催されて

いる現状であるといえる． 

さらに，市民マラソン大会の主催者はマラソン大

会において健康増進，地元の PR 及び観光等様々なテ

ーマでマラソン大会を企画していることが指摘され

ているが 8），市民ランナーの大会で走る理由につい

ては，山口らが那覇マラソン参加者を対象に調査し

た結果，肯定的な回答が多かった項目は「自分への

挑戦」，「体力の維持・向上」及び「体力の確認」で

あったと報告している 9）．また，山口らは神戸マラ

ソンの完走者を対象に市民マラソン大会の魅力につ

いて調査し，神戸マラソンの魅力を 1 人あたり最大

3 つのキーワードで回答させ，KJ 法で分析した結果，

応援，景色及びコースの順で多く抽出されたと報告

している 10）．これらのことから，多くの市民マラソ

ン大会の中から市民ランナーに選択してもらうため

に，大会主催者はランナーのニーズに応じて自然，

地形及び産業などの地域資源を活用したり，そのマ

ラソン大会特有のテーマなど掲げたりしてマラソン

大会に付加価値をつける工夫を行っていると考えら

れる．加えて，市民ランナーは主に自己の体力の維

持・向上や自分への挑戦や確認といった動機でマラ

ソン大会に出場しており，「応援」や「景色」，「コ

ース」といったランナーにとって魅力的な走る環境

が，18 歳以上のランニング人口や市民マラソン大会

の増加要因の 1 つであると考えられる． 

一方， 体育科及び保健体育科の授業以外で学校教

育現場において行われている長い距離を走る運動と

しては，一般的に朝マラソン，業間マラソン，業間

休みの体力づくり，持久走大会，校内マラソン大会

及び清掃時体力アップ活動など多くの活動が実施さ

れている．2017 年度の全国・体力運動能力等調査報

告書では，持久走大会（本研究では校内マラソン大

会と同義として扱うこととした）は小学校において

全体の 67.4％，中学校では，全体の 28.4％の学校で

実施されており，小学校においては運動会に次いで

2 番目に多く実施されている体育的行事であり，中

学校では運動会，球技大会に次いで 3 番目に多く実

施されている体育的行事であると報告されている 11）．

また，高等学校の校内マラソン大会の実施状況につ

いては，野本らは，埼玉県公立高等学校 109 校を対

象に調査し，79 校（72.4％）の学校が実施している

と指摘している 12）．このように，持久走大会や校内

マラソン大会は学校行事として年間計画に位置付け

られるなど，運動会や体育祭と並んで主要な体育的

行事といえる． 

以上のことから，成人以降のランニング人口やラ

ンニングイベントが増加しているにも拘わらず，依

然として持久走嫌いの児童・生徒は多く存在し，体

育授業以外の学校教育活動において「校内マラソン

大会」が多くの学校で実施されているが，どのよう

な意図や考えをもって教員が企画しているかは不明

なままである．そこで，本研究では，体育主任が考

える理想の校内マラソン大会について明らかにする

ことを目的とした． 

2. 研究方法

2-1. 対象

2016 年に鳥取県内の小学校 129 校，中学校 61 校及

び高等学校 32 校において，それぞれの学校で体育主

任かそれに相当するような役割を担っている教員

（以下，体育主任と示す）1 名を対象に，アンケート

を依頼した．その結果，アンケートの回答を得るこ

とができた小学校教員 75 名（回収率 58.1％），中学

校教員 24 名（回収率 39.3％）及び高等学校教員 12

名（回収率 37.5％）の体育主任計 111 名を分析対象

とした．

尚，すべての調査は，学校長あるいは体育主任に

研究の目的・内容について事前に書面にて説明し，

同意書を得た上で実施した． 

2-2. アンケート項目

教員の校内マラソン大会についての意識を明らか

にするために，アンケートにより「あなたが思う理

想の校内マラソン大会は，どのようなものですか．」

と質問し，自由記述で回答させた． 

2-3. 分析方法

得られた自由記述は，テキストマイニングツール

SPSS Text Analytics for Surveys 4.0 (IBM 社）を

用いて『SPSS テキストマイニング入門(オーム社)』
13)を参考に分析を行った．まず，自由記述の文章の

文意を変えないように留意したうえで，綴り間違い

などの修正を行った．次に，言語的手法を用いて得

られたテキストデータから出現したキーワードを抽

出しカテゴリに分類した．さらに，それぞれのカテ
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いる 7）．また，日本陸上競技連盟が公開している「市

民マラソン・ロードレース運営ガイドライン」では，

マラソン・ロードレース大会は日本陸上競技連盟の

公認大会では年間 160 を超えており，非公認大会も

併せると年間 1500 以上の大会が開催されていると

記載されている 8）．これらのことから，高校卒業以

降のランニング人口は増加傾向にあり，市民マラソ

ンのようなランニングイベントも数多く開催されて

いる現状であるといえる． 

さらに，市民マラソン大会の主催者はマラソン大

会において健康増進，地元の PR 及び観光等様々なテ

ーマでマラソン大会を企画していることが指摘され

ているが 8），市民ランナーの大会で走る理由につい

ては，山口らが那覇マラソン参加者を対象に調査し

た結果，肯定的な回答が多かった項目は「自分への

挑戦」，「体力の維持・向上」及び「体力の確認」で

あったと報告している 9）．また，山口らは神戸マラ

ソンの完走者を対象に市民マラソン大会の魅力につ

いて調査し，神戸マラソンの魅力を 1 人あたり最大

3 つのキーワードで回答させ，KJ 法で分析した結果，

応援，景色及びコースの順で多く抽出されたと報告

している 10）．これらのことから，多くの市民マラソ

ン大会の中から市民ランナーに選択してもらうため

に，大会主催者はランナーのニーズに応じて自然，

地形及び産業などの地域資源を活用したり，そのマ

ラソン大会特有のテーマなど掲げたりしてマラソン

大会に付加価値をつける工夫を行っていると考えら

れる．加えて，市民ランナーは主に自己の体力の維

持・向上や自分への挑戦や確認といった動機でマラ

ソン大会に出場しており，「応援」や「景色」，「コ

ース」といったランナーにとって魅力的な走る環境

が，18 歳以上のランニング人口や市民マラソン大会

の増加要因の 1 つであると考えられる． 

一方， 体育科及び保健体育科の授業以外で学校教

育現場において行われている長い距離を走る運動と

しては，一般的に朝マラソン，業間マラソン，業間

休みの体力づくり，持久走大会，校内マラソン大会

及び清掃時体力アップ活動など多くの活動が実施さ

れている．2017 年度の全国・体力運動能力等調査報

告書では，持久走大会（本研究では校内マラソン大

会と同義として扱うこととした）は小学校において

全体の 67.4％，中学校では，全体の 28.4％の学校で

実施されており，小学校においては運動会に次いで

2 番目に多く実施されている体育的行事であり，中

学校では運動会，球技大会に次いで 3 番目に多く実

施されている体育的行事であると報告されている 11）．

また，高等学校の校内マラソン大会の実施状況につ

いては，野本らは，埼玉県公立高等学校 109 校を対

象に調査し，79 校（72.4％）の学校が実施している

と指摘している 12）．このように，持久走大会や校内

マラソン大会は学校行事として年間計画に位置付け

られるなど，運動会や体育祭と並んで主要な体育的

行事といえる． 

以上のことから，成人以降のランニング人口やラ

ンニングイベントが増加しているにも拘わらず，依

然として持久走嫌いの児童・生徒は多く存在し，体

育授業以外の学校教育活動において「校内マラソン

大会」が多くの学校で実施されているが，どのよう

な意図や考えをもって教員が企画しているかは不明

なままである．そこで，本研究では，体育主任が考

える理想の校内マラソン大会について明らかにする

ことを目的とした． 

2. 研究方法

2-1. 対象

2016 年に鳥取県内の小学校 129 校，中学校 61 校及

び高等学校 32 校において，それぞれの学校で体育主

任かそれに相当するような役割を担っている教員

（以下，体育主任と示す）1 名を対象に，アンケート

を依頼した．その結果，アンケートの回答を得るこ

とができた小学校教員 75 名（回収率 58.1％），中学

校教員 24 名（回収率 39.3％）及び高等学校教員 12

名（回収率 37.5％）の体育主任計 111 名を分析対象

とした．

尚，すべての調査は，学校長あるいは体育主任に

研究の目的・内容について事前に書面にて説明し，

同意書を得た上で実施した． 

2-2. アンケート項目

教員の校内マラソン大会についての意識を明らか

にするために，アンケートにより「あなたが思う理

想の校内マラソン大会は，どのようなものですか．」

と質問し，自由記述で回答させた． 

2-3. 分析方法

得られた自由記述は，テキストマイニングツール

SPSS Text Analytics for Surveys 4.0 (IBM 社）を

用いて『SPSS テキストマイニング入門(オーム社)』
13)を参考に分析を行った．まず，自由記述の文章の

文意を変えないように留意したうえで，綴り間違い

などの修正を行った．次に，言語的手法を用いて得

られたテキストデータから出現したキーワードを抽

出しカテゴリに分類した．さらに，それぞれのカテ

関・岡田・坂本・広沢：体育主任が考える理想の校内マラソン大会について 

ゴリにおけるキーワードの数量及び他のカテゴリと

の繋がりの度合いを視覚化したカテゴリ Web などか

らカテゴリ間の関係を検討した． 

3. 結果

3-1. 頻出語の抽出

「あなたが思う理想の校内マラソン大会はどの

ようなものですか．」という質問に対する体育主任

による回答のうち分析対象となった文は，小学校

76 人から 156 文，中学校 24 人から 41 文，高等学
校 12 人から 37 文であった．記述された文章は最
も少ない人で 1 文，最も多い人で 11 文であり，自
由記述のため文の量に個人差はあるが，対象者 1人
当たり平均で 2.1 文であった．また，キーワードの
抽出を行ったところ，小学校で 1196 語，中学校で
289 語，高等学校で 302 語の語句が得られた．ここ
から，質問文に含まれる語（「校内マラソン大会」，

「マラソン大会」及び「思う」），校内マラソン大

会特有の語句（「走る」及び「大会」）及び単語で

は明確な意味を持たない単語（「ある」，「ない」，

「いう」及び「もっと」など）を不要語として削除

した結果，小学校 1005 語，中学校 230 語，高等学
校 262 語を分析対象のキーワードとした（表 1）．

3-2. 小学校教員の回答について

小学校教員の回答を用いてキーワードを抽出し，

得られたキーワードを言語学的手法によってカテゴ

リにまとめ 13)，含まれるキーワードの多いカテゴリ

を表 2 に示した．最もキーワードが多く出現したカ

テゴリは 32 回である「力」であり，31 回キーワード
が出現した「自分」， 28 回キーワードが出現した
「児童・生徒」， 25 回キーワードが出現した「目標」
の順に多く抽出された．この最も多く出現した「力」

というカテゴリに含まれるキーワードには，「どの

児童も全力で走る」及び「みんなで全力を出し切る」

などの「全力」，「走力の伸びが把握できる」及び

表 1 分析対象者の文章量及び単語数 

小学校教員 75 人の回答した 156 文の中から抽出

したカテゴリのキーワードの数を表した． 

表 2 小学校教員の回答におけるカテゴリ  
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「走力だけでなく」などの「走力」に関連するもの，

「最後まで走りぬく精神力」及び「精神力を養う」

などの「精神力」に関連するもの，「児童が自分の

体力向上に意欲をもち」，「体力づくりの成果を表

すことのできる大会」及び「自分の体力を知る」な

どの「体力」に関連するもの，「目標を設定する力」

及び「走りぬく力」などの「～する力」という使わ

れ方をしていた．これらのことから，小学校教員は

校内マラソン大会を通して児童・生徒にこれらの「力」

を発揮させることや，身につけさせることを理想と

していると考えられる． 

次に，小学校教員の回答におけるカテゴリ間の関

係を明らかにするために，頻出上位のカテゴリであ

る「力」，「自分」，「児童・生徒」，「目標」及び

「練習」のそれぞれに含まれるキーワードと同じ文

の中で使われたキーワードが含まれるカテゴリを抽

出した．その結果，「力」というカテゴリに含まれ

るキーワードが使われた 32 文の中で，最も多く出現
したキーワードが含まれるカテゴリは 11 回の「自
分」であり，次いで 7 回の「児童・生徒」，5 回の
「目標」であった（図 1）．また，「自分」というカ

テゴリに含まれるキーワードが使われていた 31 文
の中で，最も多く出現したキーワードが含まれるカ

テゴリは 14回の「目標」であり，次いで 11回の「力」，
10 回の「取り組む」であった． さらに，「児童・生

徒」というカテゴリに含まれるキーワードが使われ

ていた 31 文の中で，最も多く出現したキーワードが
含まれるカテゴリは 12 回の「自分」であり，次いで
9 回の「目標」であった．加えて，「目標」というカ

テゴリに含まれるキーワードが使われていた 25 文
の中で，最も多く出現したキーワードが含まれるカ

テゴリは 14 回の「自分」であり，次いで 9 回の「児
童・生徒」，8 回の「取り組む」であった． 最後に，
「練習」というカテゴリに含まれるキーワードが使

われていた 17 文の中で，最も多く出現したキーワー
ドが含まれるカテゴリは 7 回の「目標」及び「児童・
生徒」であり，次いで 6 回の「自分」，5 回の「取り
組む」であった．これらのことから，小学校教員は，

児童自身の力や目標に向けて練習に取り組む一連の

過程を含めた校内マラソン大会を理想としていると

考えられる．

さらに，小学校教員の回答において頻出上位のカ

テゴリは「力」，「自分」，「児童・生徒」，「目標」

及び「練習」であったが，それらのカテゴリと同じ

文章には体育主任が児童・生徒に期待する教育効果

が表現されている動詞の「できる」や「伸びる」が

多く使われていると仮定した．そこで，小学校教員

の回答のうち「できる」及び「伸びる」のそれぞれ

が使われていた文を対象に，同じ 1 文に出現してい
るだけでなく，尚且つそこに「係る語」と「受ける

語」の関係が成り立っているかどうかについて係り

受け分析を『SPSS によるテキストマイニング入門
（オーム社）』13)を参考に実施した．まず，小学校教

員の回答において「できる」というカテゴリに含ま

れるキーワードが使われていた 24 文を対象に，係り
受け分析を行った結果，最も多く出現したカテゴリ

はそれぞれ 7 回の「児童・生徒」及び「目標」であ
り，次いで 5 回の「自分」，4 回の「力」，それぞれ

図 1 小学校教員の回答における「力」のカテゴリ Web 
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「走力だけでなく」などの「走力」に関連するもの，

「最後まで走りぬく精神力」及び「精神力を養う」

などの「精神力」に関連するもの，「児童が自分の

体力向上に意欲をもち」，「体力づくりの成果を表

すことのできる大会」及び「自分の体力を知る」な

どの「体力」に関連するもの，「目標を設定する力」

及び「走りぬく力」などの「～する力」という使わ

れ方をしていた．これらのことから，小学校教員は

校内マラソン大会を通して児童・生徒にこれらの「力」

を発揮させることや，身につけさせることを理想と

していると考えられる． 

次に，小学校教員の回答におけるカテゴリ間の関

係を明らかにするために，頻出上位のカテゴリであ

る「力」，「自分」，「児童・生徒」，「目標」及び

「練習」のそれぞれに含まれるキーワードと同じ文

の中で使われたキーワードが含まれるカテゴリを抽

出した．その結果，「力」というカテゴリに含まれ

るキーワードが使われた 32 文の中で，最も多く出現
したキーワードが含まれるカテゴリは 11 回の「自
分」であり，次いで 7 回の「児童・生徒」，5 回の
「目標」であった（図 1）．また，「自分」というカ

テゴリに含まれるキーワードが使われていた 31 文
の中で，最も多く出現したキーワードが含まれるカ

テゴリは 14回の「目標」であり，次いで 11回の「力」，
10 回の「取り組む」であった． さらに，「児童・生

徒」というカテゴリに含まれるキーワードが使われ

ていた 31 文の中で，最も多く出現したキーワードが
含まれるカテゴリは 12 回の「自分」であり，次いで
9 回の「目標」であった．加えて，「目標」というカ

テゴリに含まれるキーワードが使われていた 25 文
の中で，最も多く出現したキーワードが含まれるカ

テゴリは 14 回の「自分」であり，次いで 9 回の「児
童・生徒」，8 回の「取り組む」であった． 最後に，
「練習」というカテゴリに含まれるキーワードが使

われていた 17 文の中で，最も多く出現したキーワー
ドが含まれるカテゴリは 7 回の「目標」及び「児童・
生徒」であり，次いで 6 回の「自分」，5 回の「取り
組む」であった．これらのことから，小学校教員は，

児童自身の力や目標に向けて練習に取り組む一連の

過程を含めた校内マラソン大会を理想としていると

考えられる．

さらに，小学校教員の回答において頻出上位のカ

テゴリは「力」，「自分」，「児童・生徒」，「目標」

及び「練習」であったが，それらのカテゴリと同じ

文章には体育主任が児童・生徒に期待する教育効果

が表現されている動詞の「できる」や「伸びる」が

多く使われていると仮定した．そこで，小学校教員

の回答のうち「できる」及び「伸びる」のそれぞれ

が使われていた文を対象に，同じ 1 文に出現してい
るだけでなく，尚且つそこに「係る語」と「受ける

語」の関係が成り立っているかどうかについて係り

受け分析を『SPSS によるテキストマイニング入門
（オーム社）』13)を参考に実施した．まず，小学校教

員の回答において「できる」というカテゴリに含ま

れるキーワードが使われていた 24 文を対象に，係り
受け分析を行った結果，最も多く出現したカテゴリ

はそれぞれ 7 回の「児童・生徒」及び「目標」であ
り，次いで 5 回の「自分」，4 回の「力」，それぞれ

図 1 小学校教員の回答における「力」のカテゴリ Web 
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3 回の「成果」及び「取り組む」であった（表 3）．

同様に，「伸びる」というカテゴリに含まれるキー

ワードが使われていた 7 文を対象に，係り受け分析
を行った結果，最も多く出現したカテゴリは 4 回の
「力」であり，次いでそれぞれ 2 回の「自分」，「目
標」及び「練習」であった（表 4）．これらの結果は，

小学校教員の回答において頻出上位であったカテゴ

リとほぼ同じであり，それぞれのカテゴリにおいて

「できる」や「伸びる」と関連が強いことが考えら

れる．

以上のことから，本研究における小学校教員の理

想の校内マラソン大会は，児童のそれぞれの力を伸

ばしたり目標を持ったりすることに注目して，それ

らの達成のため練習に取り組むという一連の過程を

大切にしていく大会を理想としていることが明らか

となった．

表 3 小学校教員の回答における「できる」と 

同じ文の中で使われたカテゴリ 

表 5 中学校教員の回答におけるカテゴリ  

小学校教員 75 人の回答した文のうち「伸びる」が出現し

た 7 文を対象に係り受け分析により抽出されたカテゴリ

を表した． 

中学校教員 24 人の回答した 41 文の中から抽出した

カテゴリのキーワードの数を表した．

同じ文の中で使われたカテゴリ 

表 4 小学校教員の回答における「伸びる」と 

小学校教員 75 人の回答した文のうち「できる」が出現し

た 24 文を対象に係り受け分析により抽出されたカテゴリ

を表した． 

3-3. 中学校教員の回答について

中学校教員の回答を用いてキーワードを抽出し，

得られたキーワードを言語学的手法によってカテゴ

リにまとめ 13)，含まれるキーワードの多いカテゴリ

を表 5 に示した．最もキーワードが多く出現したカ

テゴリはキーワードの出現がそれぞれ 9 回の「目標」，
「生徒」及び「自分」であった．

「自分」というカテゴリは小学校教員の回答にお

いて 2 番目に多く出現し，中学校教員の回答におい
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て最も多く出現したが，この「自分」というカテゴ

リに含まれるキーワードは「自分の目標をもち」，

「自分の体力向上に意欲をもち」，「自分の記録向

上に向けて意欲的に取り組む」，「自分を振り返る」

及び「自分の頑張りを確認する」という使われ方を

していた．これらのことから，小学校及び中学校教

員が思う理想の校内マラソン大会は，個人の体力や

頑張りなど個人内の技能や態度などを重要視してい

ると考えられる．

次に，中学校教員の回答におけるカテゴリ間の関

係を明らかにするために，頻出上位のカテゴリであ

る「目標」，「自分」及び「生徒」のそれぞれに含ま

れるキーワードと同じ文の中で使われたキーワード

が含まれるカテゴリを抽出した．その結果，「目標」

というカテゴリに含まれるキーワードが使われた 9
文の中で，最も多く出現したキーワードが含まれる

カテゴリはそれぞれ 3 回の「設定」，「生徒」，「達
成」及び「自分」であった（図 2）．また，「自分」

というカテゴリに含まれるキーワードが使われた 9
文の中で，最も多く出現したキーワードが含まれる

カテゴリは 4 回の「生徒」であり，次いで 3 回の「目
標」，それぞれ 2 回の「設定」，「挑戦」，「達成」
及び「頑張り」であった． さらに，「生徒」という

カテゴリに含まれるキーワードが使われた 9 文の中
で，最も多く出現したキーワードが含まれるカテゴ

リは 4 回の「自分」であり，次いで 3 回の「目標」
であった．これらのことから，本研究における中学

校教員は，生徒個人の目標を設定し，目標に向かっ

て挑戦することや目標を達成するために頑張ること

ができる校内マラソン大会を理想としていると考え

られる． 

3-4. 高等学校教員の回答について

高等学校教員の回答を用いてキーワードを抽出し，

得られたキーワードを言語学的手法によってカテゴ

リにまとめ 13)，含まれるキーワードが多いカテゴリ

を表 6 に示した．最もキーワードが多く出現したカ
テゴリはキーワードの出現が 7 回の「生徒」，次い
で 6 回の「必要」，5 回の「考える」及び「仕掛け」
であった．

次に，高等学校教員の回答において，頻出上位の

カテゴリである「生徒」に含まれるキーワードが使

われた 7 文の中で，最も多く出現したキーワードが
含まれるカテゴリはそれぞれ 2 回の「主体的」及び
「必要」であった（図 3）．この「生徒」というカテ

ゴリと「主体的」というカテゴリが同じ文の中では，

「生徒が主体的に企画運営に携われる」などの使わ

れ方が多かった．これらのことから，高等学校の教

員は生徒の主体性を尊重する校内マラソン大会を理

想としていることが考えられる．

「仕掛け」というカテゴリは高等学校教員の回答

において 3 番目に多く出現し，「実施」，「距離」

というカテゴリは 5 番目に多く出現した．「仕掛け」，

「実施」及び「距離」は，高等学校教員の回答にお

いて特に多く出現したカテゴリであり，理想の校内

マラソン大会をどのように運営・実施するかという

回答であると考えられる．このような校内マラソン

大会の実施・運営についての視点は，本研究におけ

図 2 中学校教員の回答における「目標」のカテゴリ Web 
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て最も多く出現したが，この「自分」というカテゴ

リに含まれるキーワードは「自分の目標をもち」，

「自分の体力向上に意欲をもち」，「自分の記録向

上に向けて意欲的に取り組む」，「自分を振り返る」

及び「自分の頑張りを確認する」という使われ方を

していた．これらのことから，小学校及び中学校教

員が思う理想の校内マラソン大会は，個人の体力や

頑張りなど個人内の技能や態度などを重要視してい

ると考えられる．

次に，中学校教員の回答におけるカテゴリ間の関

係を明らかにするために，頻出上位のカテゴリであ

る「目標」，「自分」及び「生徒」のそれぞれに含ま

れるキーワードと同じ文の中で使われたキーワード

が含まれるカテゴリを抽出した．その結果，「目標」

というカテゴリに含まれるキーワードが使われた 9
文の中で，最も多く出現したキーワードが含まれる

カテゴリはそれぞれ 3 回の「設定」，「生徒」，「達
成」及び「自分」であった（図 2）．また，「自分」

というカテゴリに含まれるキーワードが使われた 9
文の中で，最も多く出現したキーワードが含まれる

カテゴリは 4 回の「生徒」であり，次いで 3 回の「目
標」，それぞれ 2 回の「設定」，「挑戦」，「達成」
及び「頑張り」であった． さらに，「生徒」という

カテゴリに含まれるキーワードが使われた 9 文の中
で，最も多く出現したキーワードが含まれるカテゴ

リは 4 回の「自分」であり，次いで 3 回の「目標」
であった．これらのことから，本研究における中学

校教員は，生徒個人の目標を設定し，目標に向かっ

て挑戦することや目標を達成するために頑張ること

ができる校内マラソン大会を理想としていると考え

られる． 

3-4. 高等学校教員の回答について

高等学校教員の回答を用いてキーワードを抽出し，

得られたキーワードを言語学的手法によってカテゴ

リにまとめ 13)，含まれるキーワードが多いカテゴリ

を表 6 に示した．最もキーワードが多く出現したカ
テゴリはキーワードの出現が 7 回の「生徒」，次い
で 6 回の「必要」，5 回の「考える」及び「仕掛け」
であった．

次に，高等学校教員の回答において，頻出上位の

カテゴリである「生徒」に含まれるキーワードが使

われた 7 文の中で，最も多く出現したキーワードが
含まれるカテゴリはそれぞれ 2 回の「主体的」及び
「必要」であった（図 3）．この「生徒」というカテ

ゴリと「主体的」というカテゴリが同じ文の中では，

「生徒が主体的に企画運営に携われる」などの使わ

れ方が多かった．これらのことから，高等学校の教

員は生徒の主体性を尊重する校内マラソン大会を理

想としていることが考えられる．

「仕掛け」というカテゴリは高等学校教員の回答

において 3 番目に多く出現し，「実施」，「距離」

というカテゴリは 5 番目に多く出現した．「仕掛け」，

「実施」及び「距離」は，高等学校教員の回答にお

いて特に多く出現したカテゴリであり，理想の校内

マラソン大会をどのように運営・実施するかという

回答であると考えられる．このような校内マラソン

大会の実施・運営についての視点は，本研究におけ

図 2 中学校教員の回答における「目標」のカテゴリ Web 
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る小学校及び中学校教員の理想とする身につけさせ

たい力や目標といった視点とは異なる視点であった．

これまでに，市民ランナーにとってのマラソン大会

やランニングの魅力として，「景色」及び「コース」

といった走る環境が指摘されているが 10,14)，本研究

における高等学校教員の回答で出現した「仕掛け」，

「実施」及び「距離」も走る環境に注目しているカ

テゴリと考えられる．したがって，これらはランニ

ングの魅力を生徒に実感させるためには必要な視点

であり，高等学校教員はそういった視点を持ってい

る可能性がうかがえた．

以上のことから，本研究における高等学校教員は，

生徒の主体性を尊重する校内マラソン大会を理想と

しながら，生涯スポーツとしてのランニングの魅力

を生徒に実感させることも意識していると考えられ

る． 

4. 考察

4-1. 学習指導要領との関連について

学校教育活動内における校内マラソン大会の位置

づけを学習指導要領の記載から検討すると，体育科

及び保健体育科おいては，小学校 1 年生から 4 年生

では体つくり運動領域において「一定の速さでのか

け足」という例示があり，1 年生及び 2 年生は「無理

のない速さでかけ足を 2～3 分間程度続ける」，3 年

生及び 4 年生は「無理のない速さでかけ足を 3～4 分

続ける」と示されている箇所が校内マラソン大会と

関連があると考えられる．また，5 年生及び 6 年生

では体つくり運動領域の「動きを持続する能力を高

めるための運動」という例示があり，「無理のない
高等学校教員 12 人の回答した 37 文の中から抽出した

カテゴリのキーワードの数を表した．

表 6 高等学校教員の回答におけるカテゴリ  

図 3 高等学校教員の回答における「生徒」のカテゴリ Web 
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速さで 5～6 分程度の持久走をする」と示されている
15)．さらに，中学校では 1 年生と 2 年生において体

つくり運動領域の「動きを持続する能力を高めるた

めの運動」として「走や縄跳びなどを，一定の時間

や回数又は，自己で決めた時間や回数を持続する」

と示されている 16)記載が校内マラソン大会と関連が

あると考えられる．これらのことから，小学校，中

学校 1 年生及び 2 年生において校内マラソン大会は

体育科及び保健体育科の体つくり運動と関連づけて

位置づけられている可能性が考えられる．加えて，

中学校及び高等学校の保健体育科学習指導要領では，

1年生から 3年生までの陸上競技領域の「長距離走」

において「自己に適したペースを維持して，一定の

距離を走り通し，タイムを短縮したり，競走したり

できるようにする」と示されている 16,17)．このよう

に，中学校及び高等学校において校内マラソン大会

は保健体育科の長距離走と関連づけて位置づけられ

ている可能性が考えられる．一方，特別活動学習指

導要領では，小学校，中学校及び高等学校ともに学

校行事の健康安全・体育的行事の内容として「心身

の健全な発達や健康の保持増進，運動に親しむ態度

の育成，体力の向上」と示されている部分が校内マ

ラソン大会の内容と関連のある記載であると考えら

れる 18－20)．

以上のことから，学習指導要領に基づいて考える

と多くの学校教育現場において校内マラソン大会は，

体育科及び保健体育科の体つくり運動領域（持久走

を含む）や陸上競技領域の長距離走，又は特別活動

における健康安全・体育的行事として位置づけられ

ていると考えられる． 

本研究において，理想の校内マラン大会に対する

回答に頻出した「児童・生徒」というカテゴリは小

学校教員の回答において 3 番目に多く出現し，中学

校及び高等学校教員の回答においては「生徒」とい

うカテゴリが 1 番目に多く出現した．この「児童・

生徒」及び「生徒」というカテゴリに含まれるキー

ワードは「児童が」，「生徒が」及び「生徒一人一人

が」というような使われ方をしていた．これらのこ

とから，体育主任は，児童・生徒を校内マラソン大

会の主体とすることを理想としていると考えられる．

また，「目標」というカテゴリは小学校教員の回答

において 4 番目に多く出現し，中学校教員の回答に
おいて最も多く出現したが，この「目標」というカ

テゴリに含まれるキーワードは「一人一人が目標を

もって」，「自分の目標をもつ」，「目標に向かっ

て」及び「目標を達成しようとする」という使われ

方をしていた．これらのことから，小学校及び中学

校教員は，長い距離を走るだけでなく目標をもって

臨む校内マラソン大会や，各自の目標を達成できる

校内マラソン大会を理想としていると考えられる． 

学習指導要領における体育の目標及び内容では体

育科の思考力・判断力・表現力等の目標において，

小学校では「運動や健康についての自己の課題を見

付け，その解決に向けて思考し判断するとともに，

他者に伝える力を養う」15)，中学校では「運動や健

康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に

向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を

養う」16)と示されている．言い換えれば，学習指導

要領に記載されている自己及び自他の課題をみつけ

るということは，目標をもって取り組むということ

につながると考えられる．また，学習指導要領にお

ける特別活動の基本的な性格と教育活動全体におけ

る意義として小学校及び中学校において「複雑で変

化の激しい社会をたくましく生きていかなければな

らない児童・生徒にとっては，多様な他者と共同し

て創造的に課題を解決する力や，希望や目標をもっ

て生きる態度を身に付けることが重要である」18,19)

と示されており，体育的行事が含まれている特別活

動の中では目標をもつことの重要性が記されている． 

以上から，本研究における小学校及び中学校教員

の考える理想の校内マラソン大会は，児童・生徒が

各自の目標をもてる大会であり，校内マラソン大会

と関連する教科の学習指導要領の目標や意義におい

て「目標をもって取り組む」と記載されていること

からも，学習指導要領の内容と近い考え方であると

いえる． 

また，本研究における理想の校内マラソン大会に

対する小学校教員の回答において，最も頻出したカ

テゴリは「力」であり，体力の向上を意図した回答

が多かった．学習指導要領においては，体育科及び

保健体育科の目標において体力の向上に関する記載

があるが 15)，特別活動においても「体力の向上に資

すること」が健康・安全体育的行事のねらいの中に

定められている 18)．したがって，本研究における小

学校教員の理想とする校内マラソン大会において，

体力の向上については体育科の目標及び特別活動の

学習指導要領の健康・安全体育的行事のねらいと一

致しているといえる．さらに，本研究における理想

の校内マラソン大会に対する高等学校教員の回答に

おいては，「主体性」や「仕掛け」といったカテゴ

リが頻出したが，保健体育科の目標 17)に記載されて

いるように，「生涯にわたって」運動を継続すると

いうような生涯スポーツとしてのランニングとの関

連が考えられた．
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速さで 5～6 分程度の持久走をする」と示されている
15)．さらに，中学校では 1 年生と 2 年生において体

つくり運動領域の「動きを持続する能力を高めるた

めの運動」として「走や縄跳びなどを，一定の時間

や回数又は，自己で決めた時間や回数を持続する」

と示されている 16)記載が校内マラソン大会と関連が

あると考えられる．これらのことから，小学校，中

学校 1 年生及び 2 年生において校内マラソン大会は

体育科及び保健体育科の体つくり運動と関連づけて

位置づけられている可能性が考えられる．加えて，

中学校及び高等学校の保健体育科学習指導要領では，

1年生から 3年生までの陸上競技領域の「長距離走」

において「自己に適したペースを維持して，一定の

距離を走り通し，タイムを短縮したり，競走したり

できるようにする」と示されている 16,17)．このよう

に，中学校及び高等学校において校内マラソン大会

は保健体育科の長距離走と関連づけて位置づけられ

ている可能性が考えられる．一方，特別活動学習指

導要領では，小学校，中学校及び高等学校ともに学

校行事の健康安全・体育的行事の内容として「心身

の健全な発達や健康の保持増進，運動に親しむ態度

の育成，体力の向上」と示されている部分が校内マ

ラソン大会の内容と関連のある記載であると考えら

れる 18－20)．

以上のことから，学習指導要領に基づいて考える

と多くの学校教育現場において校内マラソン大会は，

体育科及び保健体育科の体つくり運動領域（持久走

を含む）や陸上競技領域の長距離走，又は特別活動

における健康安全・体育的行事として位置づけられ

ていると考えられる． 

本研究において，理想の校内マラン大会に対する

回答に頻出した「児童・生徒」というカテゴリは小

学校教員の回答において 3 番目に多く出現し，中学

校及び高等学校教員の回答においては「生徒」とい

うカテゴリが 1 番目に多く出現した．この「児童・

生徒」及び「生徒」というカテゴリに含まれるキー

ワードは「児童が」，「生徒が」及び「生徒一人一人

が」というような使われ方をしていた．これらのこ

とから，体育主任は，児童・生徒を校内マラソン大

会の主体とすることを理想としていると考えられる．

また，「目標」というカテゴリは小学校教員の回答

において 4 番目に多く出現し，中学校教員の回答に
おいて最も多く出現したが，この「目標」というカ

テゴリに含まれるキーワードは「一人一人が目標を

もって」，「自分の目標をもつ」，「目標に向かっ

て」及び「目標を達成しようとする」という使われ

方をしていた．これらのことから，小学校及び中学

校教員は，長い距離を走るだけでなく目標をもって

臨む校内マラソン大会や，各自の目標を達成できる

校内マラソン大会を理想としていると考えられる． 

学習指導要領における体育の目標及び内容では体

育科の思考力・判断力・表現力等の目標において，

小学校では「運動や健康についての自己の課題を見

付け，その解決に向けて思考し判断するとともに，

他者に伝える力を養う」15)，中学校では「運動や健

康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に

向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を

養う」16)と示されている．言い換えれば，学習指導

要領に記載されている自己及び自他の課題をみつけ

るということは，目標をもって取り組むということ

につながると考えられる．また，学習指導要領にお

ける特別活動の基本的な性格と教育活動全体におけ

る意義として小学校及び中学校において「複雑で変

化の激しい社会をたくましく生きていかなければな

らない児童・生徒にとっては，多様な他者と共同し

て創造的に課題を解決する力や，希望や目標をもっ

て生きる態度を身に付けることが重要である」18,19)

と示されており，体育的行事が含まれている特別活

動の中では目標をもつことの重要性が記されている． 

以上から，本研究における小学校及び中学校教員

の考える理想の校内マラソン大会は，児童・生徒が

各自の目標をもてる大会であり，校内マラソン大会

と関連する教科の学習指導要領の目標や意義におい

て「目標をもって取り組む」と記載されていること

からも，学習指導要領の内容と近い考え方であると

いえる． 

また，本研究における理想の校内マラソン大会に

対する小学校教員の回答において，最も頻出したカ

テゴリは「力」であり，体力の向上を意図した回答

が多かった．学習指導要領においては，体育科及び

保健体育科の目標において体力の向上に関する記載

があるが 15)，特別活動においても「体力の向上に資

すること」が健康・安全体育的行事のねらいの中に

定められている 18)．したがって，本研究における小

学校教員の理想とする校内マラソン大会において，

体力の向上については体育科の目標及び特別活動の

学習指導要領の健康・安全体育的行事のねらいと一

致しているといえる．さらに，本研究における理想

の校内マラソン大会に対する高等学校教員の回答に

おいては，「主体性」や「仕掛け」といったカテゴ

リが頻出したが，保健体育科の目標 17)に記載されて

いるように，「生涯にわたって」運動を継続すると

いうような生涯スポーツとしてのランニングとの関

連が考えられた．
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以上のことから，本研究における体育主任が考え

る理想の校内マラソン大会は，学習指導要領に準拠

していると考えられた．このことは，本研究では学

校教育活動内のランニングイベントである校内マラ

ソン大会の理想型を質問したので当然ではあるが，

各学校において様々な事情が影響するとはいえ，学

習指導要領を逸脱しない範囲でそれぞれの教員が考

える理想に近い大会を実施している可能性が推察さ

れる．

4-2. 市民マラソン大会との比較について

本研究における理想の校内マラソン大会に対する

体育主任の回答で，これまでの検討から頻出したカ

テゴリのなかでも特徴的なものに，小学校教員のカ

テゴリでは「練習」があり，中学校教員のカテゴリ

では「挑戦」や「達成」があり，高等学校教員では

「仕掛け」や「主体性」があった．また，全ての学

校種の教員に共通する理想の校内マラソン大会とし

ては，児童・生徒の力や目標など個人を重視するも

のであった． 

一方，齋藤らは市民ランナーが感じているランニ

ングの魅力を形成する要素として，「人財」，「競

走・達成」，「場との対話」，「成功体験」，「自己

の確立」及び「ウェルネス」を示している 14)．本研

究の中学校教員における理想の校内マラソン大会で

は，「目標を達成すること 」及び「自分に挑戦する

こと」のような個々の「挑戦」や「達成」が意識さ

れていると考えられるので，この市民ランナーのラ

ンニングの魅力のうち「競争・達成」が共通してい

る．また，高等学校の体育主任が考える理想の校内

マラソン大会である「仕掛けをすることや適切な距

離を設定して実施すること」というような校内マラ

ソン大会の運営に関する点について，市民ランナー

がランニングの魅力として感じているランニングを

取り巻く環境の充実などからの「場との対話」とい

う要素 14)や「景色」，「コース」といった走る環境
10)と共通している視点であると考えることができる．

しかし，自分なりにペースや運動強度をコントロー

ルできるようになることなどの「ランニングする自

己の確立」，生活の改善とランニングの双方的な改

善などの「ウェルネス」，ランニングを取り巻く環

境の充実などからの「場との対話」という要素 14)に

ついては，本研究の小学校及び中学校教員が理想と

している校内マラソン大会では，それらの意識が低

いと考えられる．また，本研究では児童・生徒同士

の関わりや「応援」についても小学校教員の回答の

みに記述が多くあり，中学校及び高等学校教員の回

答では少なく，他者からの賞賛やほかの一般市民ラ

ンナーとともに走ることによって集団のリズムの心

地よさを感じるなどの「人財」というランニングの

魅力を形成する要素に対する意識が低いと考えられ

る． 

学校教育活動において体育・保健体育の授業での

「持久走」及び「長距離走」や校内マラソン大会な

ど多くの場面で長い距離を走る運動が実践されてい

る．露木らが小学校 1 年生から高等学校 3 年生を対
象に持久走に対するイメージを調査した結果，小学

生の「持久走」に対するイメージは「マラソン」に

近かったと指摘している２)が，児童・生徒の意識と

しては校内マラソン大会に向けた体育・保健体育の

授業や，学校で扱われる「持久走」及び「長距離走」

が混同しており，長い距離を走る運動に対する意識

は複合的に形成されると考えられる．したがって，

児童・生徒が持久走を嫌う理由として「きつい・疲

れる」といった身体的・精神的な負荷や勝敗を争う

ことに対して否定的であることが指摘されているが
１，３)，本研究における校内マラソン大会に対する教

員の回答で頻出した「力」の向上のうち特に児童・

生徒の「体力」及び「走力」の向上，競走や勝敗に

対して過度に意識した競走型の校内マラソン大会を

企画することによって，児童・生徒が持久走と同様

に校内マラソン大会に対して否定的な意識を持つ可

能性が考えられる．

さらに，本研究における校内マラソン大会に対す

る回答で，小学校教員では「練習」があり，中学校

教員では「挑戦」が頻出したカテゴリであったが，

校内マラソン大会が体育・保健体育科あるいは特別

活動であるかに関わらず，大会に向けた「練習」が

体育・保健体育授業で実施されることが多いと推察

される．その場合，体育・保健体育授業において校

内マラソン大会での順位や記録の向上のために，児

童・生徒の個々の「力」や「目標」に「挑戦」するこ

とに焦点が置かれすぎると，学習指導要領に記載が

あるように「無理のないはやさ」や「自己に適した

ペース」ではなく，「きつい・疲れる」といった高

強度で高負荷のランニングが実践される可能性が考

えられる．その結果，いわゆる児童・生徒の持久走

嫌いを形成する一因となるであろう． 

以上のことから，本研究において体育主任が考え

る理想の校内マラソン大会は，市民ランナーが感じ

ているランニングの魅力の一部しか含まれておらず，

校内マラソン大会が持久走嫌いの一因となる危険性

を有していると考えられた． 
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5. 結語 

本研究では，体育主任の考える理想の校内マラソ

ン大会について明らかにすることを目的として，体

育主任を対象としたアンケートを用いてテキストマ

イニング分析を行った結果，以下のことが明らかと

なった． 

・小学校教員の理想の校内マラソン大会は，児童の

それぞれの力を伸ばしたり目標を持ったりすること

に注目して，それらの達成のため練習に取り組むと

いう一連の過程を大切にしていく大会を理想として

いることが明らかとなった．

・中学校教員は，生徒個人の目標を設定し，目標に

向かって挑戦することや目標を達成するために頑張

ることができる校内マラソン大会を理想としている

と考えられた． 

・高等学校教員は，生徒の主体性を尊重する校内マ

ラソン大会を理想としながら，生涯スポーツとして

のランニングの魅力を生徒に実感させることも意識

していると考えられた． 

・体育主任が考える理想の校内マラソン大会は，学

習指導要領に準拠していると考えられた． 

・体育主任が考える理想の校内マラソン大会は，市

民ランナーが感じているランニングの魅力の一部し

か含まれておらず，校内マラソン大会が持久走嫌い

の一因となる危険性を有していると考えられた． 

以上のことから，体育主任の考える理想の校内マラ

ソン大会の特徴である，個々の力を伸ばすことや目

標の達成を大切にすると同時に，市民ランナーの感

じているランニングの魅力を児童・生徒がより実感

できる大会を企画・運営することによって，児童・

生徒の持久走嫌いの軽減につながっていくと期待さ

れる． 

本研究の結果は，対象となった教員の学校種に偏

りはあるものの，特に小学校教員の考える理想の校

内マラソン大会については明確になったと考えられ

る．今後は，さらに多くの教員に対して回答を得る

ことと，より具体的な校内マラソン大会の運営方法

の検討が課題である． 
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